
一曲ごとに大きな拍手が鳴り響き、体育館はまるでコンサートホールのような雰囲気に包まれました。
　児童達は、ピアノの音色、トランペットの響き、生の歌声に、目をきらきらと輝かせて熱心に演奏に聞き
入っていました。

町内の幼稚園・小学校・中学校から、
子ども達の学校での様子をお伝えし
ます！

のち
た

私 学校広瀬小学校体育館において、東京の大学・大学院等
で、声楽・器楽を学んだ、音楽家 4 名（うち １ 名の方
は会津坂下町出身）を招いて芸術鑑賞教室が行われま
した。今年は保護者や地区の方々も児童達と一緒に鑑
賞しました。

校長先生より「皆さんのために今日は特別に演奏し
てくれます」とあいさつがあり、「フニクリフニクラ」
のリズムカルな歌と演奏から始まりました。

「この中から将来の音楽家がでるかな？？？」

広瀬小学校芸術鑑賞教室

　鼓笛隊でトランペットを担当している児童達に、トラン
ペット指導もあり、始めは苦戦していた高音も指導により
でるようになり、児童達はうれしそうな笑顔をみせていま
した。

　最後に全員で「さんぽ」と「広瀬小学校校歌」を、心を
あわせて歌いました。歌うことの楽しさ、楽器を奏でる楽
しさを肌で感じ、またひとつ新たな感動と思い出の１ペー
ジがそれぞれの児童達の胸に深く刻まれたことでしょう。

会津坂下町出身の
大島嘉仁さん（バリ

トン）
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今年度開催を予定している事業の
一部をご紹介します。

川西公民館
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戸籍の窓口
6 /21〜 7 /20届出分

お誕生おめでとう

ごめい福をお祈りします

地　区　　　名　前　　（保護者）
平　井　山　内　理

り

　緒
お

（孝　幸）
平　井　山　内　斗

と

　愛
あ

（孝　幸）
　杉　　桑　原　　聖

こうき

　（ 満 ）
柳　町　広　瀬　瑞

みず

　姫
き

（正　人）
五　香　杉　原　優

ゆう

　斗
と

（ 誠 ）
本　名　髙　梨　來

らい

　也
や

（ 実 ）
茶屋町　鈴　木　　奏

かなで

　（哲　也）
牛　沢　横　山　暖

はる

　人
と

（篤　史）
勝　方　小　野　成

じょ

　生
う

（ 智 ）
海老沢　安　藤　　駿

しゅん

　（正　弘）
茶屋町　入　谷　咲

さき

　子
こ

（康　之）
新富町　長　峰　　壮

そう

　（ 健 ）
柳　町　春　日　琥

こ

　珀
はく

（隆　志）
新　町　平　山　梨

り

稀
き

斗
と

（ 豊 ）

村　田　鈴　木　直エ門（57歳）
大　村　鈴　木　トメ子（89歳）
諏訪町　佐　藤　ミチ子（85歳）
大　上　大　島　正　雄（87歳）
緑　町　赤　城　征　枝（66歳）
羽　林　谷　澤　藤　喜（93歳）
津　尻　鈴　木　　實　（81歳）
青　木　仙　波　ト　ミ（84歳）
村　田　折　笠　サキ子（84歳）
新富町　柏　村　辰　雄（74歳）
新富町　飯　塚　チドリ（85歳）
水　島　江　川　ヨウ子（83歳）
古坂下　賀　川　常　代（89歳）
金　上　⻆　田　三　郎（86歳）
矢ノ目　田　﨑　　力　（75歳）
新　町　廣　木　キヨイ（89歳）
新富町　大　内　清　一（86歳）
見　明　中　村　嘉　一（43歳）

※　掲載を希望されない方は、「戸籍
の届書」を提出する際に、戸籍の
担当に申し出てください。

町 の 人 口 と 世 帯
（ 7月₁日現在）

人　口……… 17,425人（−　7）
　男　………… 8,326人（＋　2）
　女　………… 9,099人（−　9）
世帯数………… 5,416戸（− 5）

川西公民館熟年講座〈 5 月28日（金）〉

川西公民館において、熟年講座開講式と
講演会が行われました。講演会には多くの
会員が出席しました。気象関係の「空を見
つめて４０年」と題した大島主税氏の演題を
皆真剣に聞いていました。

川西地区健康ソフトボール大会
〈 6 月 6 日（日）〉

快晴のもと、坂下小グランドにおいてソ
フトボール大会が行われました。試合結果
は、宇内チームが、 3 年ぶり 2 度目の優勝
を飾りました。

花いっぱい運動　各地区
各地区において、 6 月 6 日頃から花いっ

ぱい運動ということで植栽作業を行いまし
た。花いっぱい運動コンクールが開催され
ますので、多くの応募お待ちしております。

グランドゴルフ練習
　 6 月14日（月）に、
第 ２ 回目のグランド
ゴルフの練習とミニ
ゲームを行いまし
た。ミニゲームにお
いて、山内館長は ２ 度もホールインワン
をだしました。流石！！

親子ふれあい体験教室
　 ７ 月 ３ 日（土）に、川西公民館で七夕飾りを行いました。

トトロの会の皆さんと楽しいひと時を過ごしました。
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国民健康保険では、７０歳以上７４歳以下の国保加入者の方が、医療機関にかかる際に提
示する「高齢受給者証」を発行しています。この受給者証は、毎年 ８ 月 １ 日から翌年の
７ 月３１日までの １ 年間を有効期限とし、毎年一斉に負担割合の見直しを行い、対象の方
にお届けしていますが、今年は ７ 月中旬に納付書と一緒に新しい受給者証を郵送しまし
た。

高齢受給者証が8月1日で更新されました。

　医療機関にかかった時に支払う一部負担金は、下の表のように平成２１年中の所得に応
じて「 ３ 割負担」と「 2 割負担（平成２３年 3 月31日までは 1 割負担）」に区分されてい
ます。

医療費負担割合 負担区分 該当者の判定基準

２ 割
（平成２３年 ３ 月３１
日までは １ 割）　

低所得Ⅰ

世帯主及び国保被保険者全員が住民税非課税で、その
世帯の判定対象者の各所得が必要経費・控除（年金の
所得は控除額を８０万円として計算）を差し引いたとき
に ０ 円になる方

低所得Ⅱ 世帯主及び国保被保険者全員が住民税非課税の方

一　　般 住民税課税の世帯の方で一定以上所得者区分にあては
まらない世帯の方

３ 割 一定以上
所 得 者

７０歳以上の国保被保険者のうち、 １ 人でも課税所得が
１４５万円以上の人が同一世帯にいる方

なお、制度改正に伴い、上の表の「低所得Ⅰ」「低所得Ⅱ」「一般」にあたる方は、
平成２３年 ４ 月 １ 日から負担割合が ２ 割に変更になりますので、ご注意ください。
☆　「一定以上所得者」のうち、下の条件に該当する方は申請により「一般」区分と

同様になります。

７０歳以上７４歳以下の国保被保険者

上記の該当者が １ 人の世帯で、総収入３８３万円未満
上記の該当者が ２ 人以上の世帯で、総収入５２０万円未満

医療機関での負担割合です。
表示方法については下の表をご覧下さい。

有効期限は 平成23年7月31日
となります。
ただし、７５歳になる方は誕生日
前日が記載されます。

70歳以上74歳以下の方
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休 日 当 番 医

9 / 5（日）	 星医院	 ☎83－2136

9 /19（日）	 あかぎ内科消化器科医院	 ☎83－0303

9 /20（月）	 寿松堂渡辺医院	 ☎83－3125

9 /26（日）	 佐藤整形外科医院	 ☎83－1155

休日歯科当番医

9 /12（日）	 中島歯科医院	 ☎83－9292

救 急 病 院

　　坂下厚生総合病院	 ☎83－3511

　

❾月の保健ガイド 会津坂下町健康管理センター　☎83−1000

入院時の「自己負担限度額適用認定証」「標準負担額減額認定証」の申請

休日救急診療当番
※　変更になる場合があります。

県医師会ホームページで確認できます。
http://www.e-sense.ne.jp/~ken-ishikai/

乳幼児健康診査
場　　所：会津坂下町健康管理センター
持 参 品：母子健康手帳・乳幼児健康管理手帳
受付時間：午後₁時～₁時30分

事　業　名 月　　日 対　　象　　者

₄か月児 9 月14日（火）
Ｈ22年 4 月15日

～ 5 月14日生

10か月児 9 月24日（金） H21年10・11月生

1 歳 6 か月児 9 月17日（金） H21年 2 ・ 3 月生

国民健康保険に加入している方が、入院の際に利用する限度額認定証の有効期限
が ７ 月３１日となっています。これらの認定証は自動継続となりませんので、引き続き該当する
方や新たに必要となる方は、認定証の交付申請を忘れずに行ってください。

【問い合わせ先　生活部　保険年金班（④番窓口）　TEL 84-1501】

　限度額認定証とは？

一般的に入院されると、医療費が高額になります。そのため、国民健康保険には高額療養
費という制度があり、自己負担限度額以上の医療費がかかった場合、一旦病院窓口で本人負
担分を支払い、高額療養費支給申請をしていただくことで、 ３ ～４ヶ月後に自己負担限度額
を超えた分が払い戻されます。しかし、一時的に被保険者に経済的ご負担をかけてしまいま
す。

そこで、事前に「限度額適用認定証」を申請して交付を受けることで、一ヶ月に請求され
る一医療機関ごとの入院費用の窓口支払額が自己負担限度額までとなり、役場への払い戻し
の申請もいらなくなります。

ただし、７０歳未満の方と７０歳以上の方で自己負担限度額が異なりますので、限度額の詳細
についてご確認したい場合はお問い合わせ下さい。また、限度額認定証の交付条件として国
保税の未納がない方に限りますのでご注意ください。

お詫びと訂正　　 7月10日号「広報あいづばんげ」の28ページに掲載しました「平成22年度国民健康保険
税における改正点②」の「介護分」は「支援金分」の誤りです。

　　　　　　　　ここに、お詫びして訂正いたします。▼問い合わせ先　保険年金班　TEL 84-1501
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9 / 5 日・12日・19日

20日・23日・26日

アクーズ会津
TEL 28-4111

【 8 月の納期 】

●町県民税　●介護保険料

●後期高齢者保険料

●国民健康保険税　●住宅使用料

●上 ･ 下水道 ･ 農業集落排水使用料
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